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論文の要旨  
















































































そして、本論文が保有論（第 1～4 章）と技術論（第 5～8 章）、そして両者を組み合わせて
(別紙様式 2) 
(Separate Form 2) 
歴史的意義を述べた解釈論（終章）からなることを指摘した。この点が従来の金工品をめ
ぐる日朝関係史研究を一歩進めた点であると把握し、ここに本論文の特色があることを述
べた。  
 
